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２．２次評価の結果について 

町の行政評価の目的は、「住民満足度の向上」と「財政健全化」の２点を目

指すこととしております。 

今年度は、試行期間として、各グループで自己評価した３０件の事務事業を

庁内評価委員会（副町長、教育長及び全管理職で構成）で２次評価をしており、

各評価の結果については、別紙のようになっております。 

 

（１）区分別 

番号 区分別 全件数 対象件数 

１ 工事・事業系 ５５件  

２ 事務事業系 ９７件 ９７件 

３ 施設管理系 ６５件 ６５件 

４ その他 １２４件  

合 計 ３４１件 １６２件 

 

 

 

（２）総合開発計画対策体系別 

①大項目 

番号 大項目名 全件数 対象件数 

１ 地域を支える産業の充実 ６８件 ２０件 

２ 快適な生活環境の整備 ７２件 ４３件 

３ 未来を担う人材の育成 ６４件 ２１件 

４ 全ての源「健康福祉」の充実 ５８件 ４７件 

５ 構想推進のために ７９件 ３１件 

合  計 ３４１件 １６２件 

 

 

 

 



３．外部評価（第３次評価）について 

外部評価とは、行政が行っている様々な事業について、「どの程度の成果・

効果を上げたか」、「少ないコストで期待した効果が得られたか」、「町が実施す

る事業か」、「社会情勢、住民ニーズになった事業か」などの視点から事業を町

民の目線で評価するものです。 

 
 

４．外部評価の視点について 

町で評価した３０件の事務事業について、総務教育部会及び経済福祉部会に

分かれて、それぞれの分野別の事務事業を１事業ごとに評価します。 

なお、評価にあたっては、平成２１年度に実施した内容について確認し、事

務事業評価シートに沿って実施内容が適切かつ正確に評価されているかにつ

いて外部評価を行ってください。 

 

①事業の目的が明確に記載されているか？ 

 ○誰（何）を対象にした事務事業なのか適切に記載されているか？ 

 ○意図や手段が分かりやすく記載されているか？ 

②法的根拠や実施主体が適切に記載されているか？ 

③必要性や有効性が正しく評価されているか？ 

④達成度の活動指標が達成度を実現する指標となっているか？ 

⑤達成度の活動指標が分かりやすく数値化されているか？ 

⑥事業費の推移等が適切に記載されているか？ 

⑦項目別点数による評価と１次評価（担当課評価）において妥当性がある評

価となっているか？ 

⑧１次評価及び２次評価の説明が適切に記載されているか？ 

⑨Ｂ評価以下の事務事業の今後の改善策等が具体的に記載されているか？ 

 

事務事業の相対評価について、必要性・有効性・達成度・効果性の４つの観

点で、総合的かつ客観的に判断してください。 

①現在の社会情勢から判断して、本当に町民のニーズに合致しているのか？ 

②活動内容の見直しにより、コスト削減や成果を上げる見込みはないのか？ 

③町が事業を休止または廃止した場合に、利用者などの町民に与える影響は

ないのか？ 

④今後の方向性はどのようにすべきと考えるか？  



５．第３次評価の実施について 

 

（１）総務教育部会 

 

整理 

番号 
事務事業名 

２次 

評価 

外部 

評価 

説   明 

（コメント） 

１ 会議録調整費 Ｂ   

２ 情報公開費 Ｂ   

３ 職員研修費 Ａ   

４ 財務管理費 Ａ   

５ 車両管理費 Ｂ   

６ 産業活性化サポート事業費 Ｂ   

７ 交通安全対策費 Ｂ   

８ バス待合所管理費 Ａ   

９ インターネット事業費 Ｂ   

１０ 確定申告電算化事業費 Ａ   

２５ 
福島商業高等学校存続対策

費 
Ｂ   

２６ 友好町村交流事業 Ａ   

２７ ＡＥＴ招致費 Ａ   

２８ 読書活動費 Ａ   

２９ 学校給食センター費 Ａ   

３０ 
ファミリースポーツ公園管

理費 
Ａ   

  



（２）経済福祉部会 

 

整理 

番号 
事務事業名 

２次 

評価 

外部 

評価 

説   明 

（コメント） 

１１ 保育費 Ａ   

１２ 学童保育費 Ａ   

１３ 健康づくり推進費 Ａ   

１４ ガン検診推進事業費 Ａ   

１５ 
温泉健康保養センター管理

運営費 
Ａ   

１６ 活性化センター管理運営費 Ａ   

１７ 熊等による被害対策費 Ａ   

１８ 水産加工協議会補助費 Ａ   

１９ 
漁村環境改善総合センター

運営費 
Ａ   

２０ 観光振興費 Ｂ   

２１ 横綱記念館管理運営費 Ｂ   

２２ 街路灯設置及び助成事業費 Ａ   

２３ 道路維持補修事業費 Ａ   

２４ 町営住宅維持管理事業費 Ａ   

  



６．今後のスケジュールについて 

 

日 程 会 議 検 討 内 容 

１０月 第４回会議 
●総合開発計画のローリング作業に伴う行

財政推進プランの見直し、検証及び決定 

１１月 第５回会議 ●まちづくり基本条例の現状評価など 

１２月 第６回会議 

●ふるさと応援基金の活用に関して素案を

とりまとめ 

 

 

 


